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令和8年8月

安全な かかり木処理を！

１ 事前調査と準備

２ 合図と退避

３ 作業方法

４ フェリングレバー、けん引具の使用

伐倒作業の前に事前調査を行い、
適切な機械器具（フェリングレバーやけん引具など）
を現場に携行する。

退避場所を決めて、
障害物を除去して、
退避場所に速やかに移動する。

できるだけ2人以上で作業する。
車両系機械や架線系機械を
使える時は、これらを使用する。

かかり木の大きさに応じて、
木回し、ロープ、フェリングレバー、
ターニングストラップ、
チルホールなどを使う。



現場安全チェックリスト
令和 年 月 日（ ） 時 分 天候 作業者数 名

現場名 記入者名 あ

改善策等〇、×
ーチェック項目番号

作業開始前の打ち合わせをしているか１

安全な作業ができる服装・保護具を着用しているか
（保護帽、保護網、耳栓、防護眼鏡、防振手袋、防滑安全靴、切創防止衣、呼子、視認性衣服はあるか）

２

疲労、飲酒、睡眠不足などで体調不良の者を作業に就かせていないか３

緊急時に被災者を、早急に救護できる連絡方法、手順は定めてあるか４

危険予知（ＫＹ）、リスクアセスメント（ＲＡ）をしているか５

ヒューマンエラー防止のために、指差し呼称をしているか６

熱中症予防のために、定期的に水分・塩分を摂取しているか７

現場の事前調査を行っているか８

事前調査結果をもとに、かかり木処理方法・使用機械器具を決定しているか９

かかり木を処理するための、適切な機械器具を携行しているか10

支障木、はね返る立木などは除去してあるか11

隣接木とのつるがらみなどを確認しているか12

かかられている木を伐倒していないか13

投げ倒し（浴びせ倒し）をしていないか14

かかっている木の元玉切りを行っていないか15

かかり木を放置していないか16

重心を見極めて、適正な伐倒方向を決めているか17

樹高の1.5倍の範囲内に、他の作業者がいないかを確認しているか18

受け口を切る前に退避場所を選定したか、退避路を確保したか19

定めた退避場所へ、確実に退避しているか20

チェーンソーの安全装置の点検・補修をしているか21

ソーチェーンは正しく目立てしてあるか22

受け口の深さは、伐根直径の１／４（１／３）以上となっているか23

受け口の下切りは、水平に切り込まれているか24

受け口の斜め切りは、30～45度の角度となっているか25

受け口の下切りと斜め切りは、終わりの部分を一致させているか26

追い口切りは、受け口の高さの下から２／３の位置で水平の切り込みか27

追い口切りの切り残しの幅（つる幅）は、伐根直径の１／10程度か28

くさびを常に2本使用し、伐倒方向を確実にしているか29

合図を行い、周囲の作業者の退避を確認してから伐倒を行っているか30

〇︓問題なし ×︓問題あり ー︓該当なし

協力 林業労働災害防止協会岐阜県支部飛騨分会（林災防）


